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再

生

第

二

章

閉

じ

ら

れ

た

∞
む

げ

ん

一

カ

プ

セ

ル

の

海

金

曜

日

の

一

時

の

秘

密

の

場

所

は

シ

ャ

ッ

タ

ー

が

ひ
と
と
き

半

分

下

り

て

い

た

。

中

に

ま

だ

２

，

３

人

い

る

よ

う

だ

。

店

の

外

に

出

て

き

た

顔

見

知

り

の

店

員

が

僕

を

見

て
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「

い

い

す

よ

、

一

杯

ぐ

ら

い

な

ら

」

と

言

っ

た

。

中

に

二

人

い

た

。

連

れ

で

は

な

い

。

一

人

は

泥

酔

し

て

い

た

。

一

人

は

空

の

コ

ッ

プ

を

両

手

で

握

り

ボ

ー

と

し

て

い

た

。

僕

は

ウ

ィ

ス

キ

ー

を

頼

ん

だ

。

出

来

る

だ

け

速

く

酔

い

た

か

っ

た

。

携

帯

電

話

が

震

え

た

。

「

海

へ

カ

プ

セ

ル

ホ

テ

ル

「

海

」

地

下

鉄

×

×

西

出

口

歩

い

て

５

分

一

泊

２

５

０

０

円

」

大

量

に

撒

か

れ

る

メ

ー

ル

。

そ

の

中

の

い

く

つ

か

は

、

こ

の

時

間

都

会

を

漂

流

し

て

い

る

者

に

届

く

の

だ

ろ

う

か

。

「

○

○

さ

ん

、

閉

店

だ

よ

」

店

員

が

、

泥

酔

者

の

肩

を

揺

す

っ

た

。

「

こ

こ

は

ど

こ

だ

」

男

は

言

っ

た

。

「

家

は

近

い

の

？

」

ボ

ー

と

し

て

い

た

男

が

言

っ

た

。

「

知

ら

な

い

す

よ

」

「

だ

っ

て

名

前

を

言

っ

た

」

「

誰

だ

っ

て

い

い

す

よ

、

適

当

で

」

「

名

前

な

ん

て

、

ま

ぎ

れ

て

し

ま

え

ば

み

ん

な

一

緒
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だ

な

あ

」

ボ

ー

と

し

て

い

た

男

が

言

っ

た

。

カ

プ

セ

ル

の

中

で

体

を

く

の

字

に

曲

げ

た

。

僕

は

海

の

中

に

い

た

。

無

限

の

海

。

微

か

に

風

の

音

が

聞

こ

え

る

。

目

を

閉

じ

て

も

海

は

消

え

な

か

っ

た

。

や

が

て

打

ち

寄

せ

る

波

の

音

が

聞

こ

え

た

。

カ

プ

セ

ル

の

中

の

海

は

、

限

り

な

く

深

く

、

限

り

な

く

広

が

っ

て

い

た

。

僕

は

無

限

に

体

を

ゆ

だ

ね

た

。

僕

を

遮

る

物

は

何

も

な

い

。

カ

プ

セ

ル

に

封

じ

込

ま

れ

た

海

。

∞

。


